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年 輝く吹田 ゆめ未来

ことし、吹田市制は 周年を迎えます

年 輝く吹田 ゆめ未来
イメージ
キャラクター
すいたん

シンボルマーク

新型インフルエンザなどの予防のため、うがい、手洗いをする児童（片山小学校１年生）新型インフルエンザなどの予防のため、うがい、手洗いをする児童（片山小学校１年生）

月
定
例
会
が
、

月
３
日
か
ら

日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
立
の
保
育
園
や
幼
稚
園
等
に
空
気
清
浄
機
や
体
温
計
を
購
入
す
る
な
ど
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
防
止
対
策
を
行
う
経
費
等
を
計
上
し
た
平
成

年

（
２
０
０
９
年
）
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、
現
在
閉
鎖
中
の
市
民

会
館
の
代
替
施
設
を
開
設
し
、
結
婚
式
場
等
を
廃
止
す
る
市
民
会
館
条
例
の
一
部

改
正
案
、
教
育
委
員
会
委
員
の
人
選
案
件
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予

算

１

一
般
会
計

平
成

年
（
２
０
０
９
年
）
度
一

般
会
計
予
算
は

億
９
８
２
３
万
円

が
増
額
補
正
さ
れ
、
総
額
が
１
１
２

６
億
９
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
基
礎

年
金
拠
出
金
の
公
的
負
担
率
改
定
に

伴
う
職
員
人
件
費
の
追
加
に
１
億
７

４
６
１
万
円
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
市
立
の

保
育
園
や
幼
稚
園
等
に
空
気
清
浄
機

や
体
温
計
を
購
入
す
る
事
業
な
ど
に

４
４
５
３
万
円
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
拡
大
に
伴
う
受
診
者
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
休
日
急
病
診
療

所
の
小
児
科
医
等
の
増
員
に
１
１
６

予

算

１
万
円
、
景
気
後
退
の
影
響
に
よ
る

被
保
護
世
帯
数
の
増
加
及
び
母
子
加

算
復
活
等
に
よ
る
生
活
保
護
費
の
増

加
に
７
億
２
９
５
４
万
円
、
商
店
街

及
び
商
店
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
か
ら
検
索
で
き
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
構
築
に
５
４
９
万
円
、
自
転

車
駐
車
場
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

１
６
２
０
万
円
、
桃
山
台
駅
橋
上
化

に
伴
う
歩
道
橋
設
置
工
事
に
９
０
２

５
万
円
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
改
修
に
合
わ
せ
た
本
市
受
信
設

備
の
更
新
等
に
２
８
９
万
円
な
ど
で

す
。ま

た
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支

給
事
業
に
係
る
国
の
補
正
予
算
の
執

行
停
止
措
置
に
伴
い
、
３
億
９
０
９

９
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

２

特
別
・
事
業
会
計

基
礎
年
金
拠
出
金
の
公
的
負
担
率

改
定
に
伴
い
、
人
件
費
と
し
て
、
国

民
健
康
保
険
会
計
を
は
じ
め
６
特
別

会
計
で
１
５
０
２
万
円
、
水
道
・
病

院
事
業
会
計
で
は
５
８
７
５
万
円
が

増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

主

な

条

例

○
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
昨

年
１
月
末
か
ら
閉
鎖
中
の
市
民
会
館

の
代
替
施
設
を
暫
定
的
に
開
設
す
る

た
め
、
市
民
会
館
の
位
置
及
び
使
用

料
の
特
例
を
設
け
る
と
と
も
に
、
結

主

な

条

例

婚
式
場
等
の
施
設
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

○
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
本
市
が
新
た
に
行
う
こ
と
と

な
る
汚
染
土
壌
処
理
業
の
許
可
申
請

に
対
す
る
審
査
等
に
係
る
事
務
に
つ

い
て
、手
数
料
を
定
め
る
も
の
で
す
。

採
択
さ
れ
た
請
願

月
定
例
会
で
は
、
市
民
か
ら
提

出
さ
れ
た
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し

た
。

○
地
域
猫
等
へ
の
取
組
に
つ
い

て
の
請
願

飼
い
猫
等
避
妊
・
去
勢
手
術
補
助

制
度
の
補
助
件
数
拡
大
や
手
術
助
成

金
額
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
猫
に
つ
い
て
周
知
徹
底

を
し
て
ほ
し
い
。

採
択
請
願
の
処
理
報
告

９
月
定
例
会
で
採
択
し
た
請
願
１

件
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
処
理
結
果

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
（
仮
称
）
吹
田
千
里
丘
計
画

に
関
す
る
請
願

事
業
者
の
代
表
に
対
し
、
請
願
内

容
を
し
ん
し
に
受
け
止
め
て
対
応
す

る
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
、
請
願
の

要
旨
を
事
業
計
画
に
反
映
し
、
計
画

の
一
部
を
変
更
す
る
旨
の
回
答
が
あ

っ
た
。
今
後
も
請
願
内
容
に
つ
い
て

調
整
を
図
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

単

行

事

件

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定

吹
田
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
南
山
田
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
の
指
定
を

行
う
も
の
で
、
指
定
の
期
間
は
、
い

ず
れ
も
平
成

年
（
２
０
１
０
年
）

単

行

事

件

４
月
１
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

月
定
例
会
で
は
、
次
の
方
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
４
年
）

高
槻
市
松
が
丘
３
丁
目

番
６
号

田

口

省

一

氏

会

派

の

構

成

会

派

名

構
成
議
員
（
議
席
順
）

日
本
共
産
党（
８
）

村
口

始

竹
村

博
之

倉
沢

恵

曽
呂
利
邦
雄

山
根

孝

塩
見
み
ゆ
き

柿
原

真
生

玉
井
美
樹
子

民
主
市
民
連
合（
８
）

澤
田

雅
之

川
本

均

竹
内

忍
一

木
村

裕

和
田

学

由
上

勇

森
本

彪

山
本

力

公

明

党（
７
）

野
田

泰
弘

吉
瀬

武
司

小
北

一
美

坂
口

妙
子

島

晃

神
保

義
博

六
島

久
子

自
由
民
主
党（
４
）

藤
木

栄
亮

豊
田

稔

野
村

義
弘

伊
藤

孝
義

す
い
た
市
民
自
治（
２
）

池
渕
佐
知
子

西
川

厳
穂

吹
田
新
選
会（
２
）

石
川

勝

神
谷

宗
幣

吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
１
）

中
本
美
智
子

す
い
た
市
民
ク
ラ
ブ（
１
）

梶
川

文
代

大
阪
再
生
塾
吹
田（
１
）

有
沢

孝
子

市
民
リ
ベ
ラ
ル（
１
）

生
野

秀
昭

会

派

の

構

成
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